
前回の講義で扱った主な内容(キーワード)

1. 集合: 外延的記法，内延的記法

2. 空集合 φ

3. 部分集合 X ⊆ Y : 基本的な証明の方法

4. 真部分集合 X ⊂ Y : “X ⊂ Y ” ⇔ “X ⊆ Y かつ X 6= Y ”

5. 等しい X = Y : “X = Y ” ⇔ “X ⊆ Y かつ X ⊇ Y ”

6. 集合の間の演算 : X, Y ⊆ U

i. X と Y の 和集合 X ∪ Y

ii. X と Y の 積集合，共通集合 X ∩ Y

iii. U に関する X の 補集合 Xc

iv. X と Y の 差集合 X − Y

v. X と Y の 対称差 X ª Y
栗原正純 ( 2007/10/2/18:25)
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レポート問題

1. (X ∪ Y )c = Xc ∩ Y c を 証明 せよ．( ド・モルガンの法則 )

2. X = {a, b, c, d} とするとき、2X を 外延的記法 で表し，その 要素数 を

示せ.

( ベキ集合 )

　

　

( 注意 )

1. レポートの紙は、A4 サイズ．

2. 上部に、1. 学籍番号, 2. 氏名, 3. 提出日 を記載すること．

3. 提出日は，次回の講義日．
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